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ルー トノートから想に 中 間ノードに対して以下の処埋を再帰的に適用する。
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木構造 を反映 した貫村群の到達容易性 による評価

ある請を入力した場合に そ の関連南を関連度の高いものから順に提示することを考え 先 頭の語

からはじめて 一 つ下位の語をみる確率を,と し D番 目の語に到達する強率を,・
」
ある語の関連絡

を見に行く確率を■(ただし Piq(1)と して そ れぞれの資料群設定における到達容易性の計算を行

った 庁■s9q‐r20と して 関 連言gは第 60位まで 別 の関連語を辿る回紋は 4回 までに制限して

「上摩」から 「石鉄」に至る到達可能な全擢路の計算を行い 全 経路の確率の和を求めたところ

となった

専門家によって 「石嫉Jは 「上梯Jの 関連播としてはふさわしくないと判定されているため 「上

騨Jか ら 「石鑑Jへ 至るヨ1達可能性はほい方が望ましいとすると 望 ましい分割は順に 分 割 9>分

割 8>分 割 7>分 割 5>分 割 2>分 割 4>分 割 3)分 割 I>分割 ことなる

次に 「上撃Jの 関連語としては比較的下位で 専 門家が関連語としてふさわしいと判定しているも

のの中から 「高杯Jを 選び 「士器Jか ら 「高杯Jに 至る・」達可能な全催路の計算を行い 全 経路の競

率tr2和を求めたところ
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分割 1

分割 2

分割 3

分割 4

分割 5

分割 6

分割 7

分割 8

分割 9

(ヨレクションをそのまま資

(階題構造で資料群を分割し

く人手で分割位置を設定した

(階屈格おを反映した計数を

く階層構造 :パス長 0の み)

(階層格滝 :パス長 1まで)

料群とした場合):00004,785187,87727
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(階層構造 :パス長 2ま で)

(暗届格遺 :パス長 〕まで)

(階層権道 :パス長 4ま で)

となつた こ ちらは逆に 到 遣容易性が高いほど望ましいとすると 望 ましい分割は順に 分 割 4>分

割 3>分 割 8>分 割 S>分 割 2>分 割 9>分 割 1>分 割 7>分 割 6と なる た だし 異 なる分割問で

到遷容易性の絶対倍で比較することには問題もある

そこで 様 々な話から出売して 「高tF」に至る到達容易性を分割のそれぞれについて求め 同 じ分
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割の中でそれらの比較をしてみる。出発落として「石緩J「 上器J「 上撮J「 坦輸J「 観拝」 「銅剣J

銅鏡Jを 設定した場合の計算結果を図 2に 示す
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それぞれの分割において 到 達容易性の高い標に並べてみると
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図 2 様 々な務から 「高杯」への到避答昴性の分割による速い
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